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大阪サミットの大統領欠席と移民問題
メキシコをフィールドとする研究者として、本誌

に 2 年前、「オブラドールは左派のポピュリストとみ
なせるが、2018 年の総選挙で勝利する可能性がある。」
という趣旨の文章を書いた 1。1 年前に行われた選挙
において、オブラドールは 53% という過半の得票で
大統領に選出され、彼を支持するために作られた政
党 MORENA（国民刷新運動）と PT（労働党）、PES（社
会結集党）の連合「ともに歴史を作ろう（Juntos 
Haremos Historia）」は、連邦議会の下院で 62%（500
議席中 308 議席）、上院でも 54%（128 議席中 69 議席）
という歴史的な勝利を収めた。2000 年に PAN（国民
行動党）のフォックス政権が誕生した時も大きな期
待が寄せられたが、それまで 71 年間にわたり一党優
位を維持してきた PRI（制度的革命党）はいまほど
勢力と正統性を失っていなかったし、PAN が中道右
派路線だった点でも、オブラドール政権ほどの断絶
はともなっていなかった。「腐敗の一掃」と「新自由
主義の克服」を掲げて勝利した同政権は、独立、ファ
レスの改革、革命に次ぐメキシコの「4 番目の転換」
をもたらすと豪語する。だが、オブラドールの言動、
彼について書かれた論説、および階層や政治観の異
なる友人たちから聞いた意見から浮かび上がるのは、
積年の課題が解決される期待というよりは、むしろ
メキシコが築いてきた価値あるものが失われてしま
うのではないかという不安である 2。

2019 年 6 月の G20 大阪サミットにオブラドール
が欠席したことは、メキシコ人には驚くには当たら
ない。彼は内政に重きをおくと公言し、国外に出
ないからである。主要国の首脳外交など形式に過ぎ
ず、世界の不平等の改善には貢献しないというのが
彼の持論らしい。だが、少なくとも移民問題に関し
ては、メキシコ、およびメキシコ以上に貧困や犯罪
組織の脅威に晒されている中米諸国の利益になる政
策を彼は実行できていない。中米諸国からアメリカ
を目指す人びとのキャラバンがメキシコを通過する
のをオブラドールは黙認していたが、トランプ政権
に彼らを受け入れる意思はなく、移民の流れを減ら
さないと輸入品に一律 5% の関税をかけると脅され

ると、それに屈したかのごとく、南部国境に国民警
護隊（Guardía nacional）を派遣し、取り締まりを
強化している 3。センシティブな外交課題であり、内
政にも影響を及ぼす移民問題について、オブラドー
ルはどのような見取り図を描いていたのであろうか。
麻薬カルテルに対抗するために創設された警護隊は、
装備や人員、指揮系統において軍隊に近く、人権侵
害や暴力の一層の激化を招きかねないと危惧されて
いるが 4、実際にやっているのは、（PAN や PRI 政権
下での警察と変わらぬ）「弱い者いじめ」ではないか
と揶揄されている。

これらのニュースは日本でも比較的よく知られて
いる。しかし、国内向け政策において、反対者には
いうまでもなく、支持者に対しても納得できる成果
を新政権は示せずにいる。

強引さ、曖昧さの目立つ政策
オブラドール政権の 9 か月間の政策を特徴付ける

としたら、強引さと曖昧さが目立ち、先行きへの不
安が高まっているということになる。最も論争と混
乱を呼んだ政策が、上からの財政切り詰めである。「こ
れまでの政府には数多くの腐敗や無駄があり、それ
を削って恵まれない人びとへの支援」に回すという
論理に従っているのだが、大統領や高官の給与削減
やその他特典の廃止のうちはまだよかった。だが次
第に、各公的機関に支出 30% 減を求めるといった形
で切り詰め自体が半ば目的化され、非正規雇用の職
員がリストラの対象となり、市民社会組織への支援
は減らされ、さらに難病患者への補助が打ち切られ
るといった事態が生じることになる。これらの人び
とはむしろオブラドールの支持層をなしたのであり、
もたらした失望は深い。

こうした強引さに加えて、執筆者が納得できない
のは、左派を標榜しているのに、増税、それも累進
的な性格の課税を通じての増税を目指そうとしない
ことである。元々不平等な社会として知られるラテ
ンアメリカでは、新自由主義の下で、条件付き現金
給付をはじめとする貧困層向けの社会政策が導入さ
れ、一定の所得分配の改善が達成された。だが、そ

希望は残っているのか 
−メキシコ、オブラドールの大勝から 1 年を経て−

受田 宏之
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れは政治的に実現容易なモデルであり、今後は税制
改革や社会保障制度の改革を通じて、政治的により
困難な福祉モデルを確立できるかが課題とされる 5。
OECD によれば、2016 年のメキシコの国民負担率は
わずか 22.0%（租税負担率が 19.6%、社会保障負担率
が 2.4%）だったが、これは韓国の 39.2%（同 27.4%
と 11.8%）よりも大幅に低く、チリの 24.2%（22.0%
と 2.1%）にも劣る 6。PEMEX（国営石油公社）から
の純収入が増える見込みは乏しいので、どうやって
低所得層に資するプログラムの財源を確保するのだ
ろうか。

オブラドールが低所得層を意識して行った政策と
して、（元々低過ぎる水準にあった）最低賃金の 16%
引き上げ、（ともに非拠出型の）高齢者への年金と高
校生・大学生・若年無業者への奨学金の拡充などが
あるが、これらは「第 4 の転換」と呼ぶほど斬新な
メニューとはいえないだろう。支出面において、派
手さはあるものの、収益性や環境負荷、持続可能性
の点から反発を招いている計画の中には、建設途上
だったメキシコ市近郊のテスココ新空港の中止とサ
ンタルシア軍用空港の拡張と転用、PEMEX の新精
錬所（Dos Bocas）建設、1,500km の「マヤ鉄道」の
敷設、100 の新規公立大学の創設などがある。任期
中の GDP 成長率 4% を掲げていたものの、INEGI

（統計地理情報局）の推計によれば、2019 年上半期
の GDP 成長率は 0.2% に過ぎない。経済動向以上に
市民にとって切実な問題といえる治安についても、
2019 年 1 ～ 7 月期までの殺人件数は 20,135 件であり、
前年を上回るペースとなっている 7。

これまでの実績が期待を下回るだけでなく、大統
領の運営スタイル自体を問う出来事が 7 月に起きた。
バランスを重視する穏健派エコノミストとして知ら
れるウルスア（Carlos Manuel Urzúa Macías）蔵相が、
大統領宛てに以下のような辞表を突き付け、辞任し
たのである。
　�—経済面についての不一致はたくさんありまし

た。不一致の中には、本政権において十分な裏付
けのない政策決定がなされてきたことが原因のも
のもありました。私は、すべての経済政策はエビ
デンスに依拠しつつ、右派か左派かを問わずあら
ゆる極論とは距離をおき、それが及ぼし得る様々
な効果に留意しながら実施されねばならないと確
信しています。しかしながら、私の在任中、こう
した確信は共有されませんでした。それに加え、

国家財政に関する知識を持たない官僚が命名され
ることは受け入れ難いものでした。これは現政権
の有力者の意向によりなされたのですが、利益相
反の恐れもあります。—（執筆者訳）
前蔵相の文面からは、政権内で専門家の意見が尊

重されないだけでなく、自己利益のために政策に介
入する人間の存在が示唆されている。次節では、混
乱の背景をなすオブラドールという人物および彼を
取り巻く政治状況について考察したい。

過去への回帰と呉越同舟
オブラドールは、「自分たちだけが正しい」という

反多元主義、権力への執念、人を陶酔させるカリス
マ性（弁舌が立つ、タフさ、エリート批判）等、ポ
ピュリストの要件を兼ね備えた人物である。彼専用
の TV 番組の中で、毎朝、国民に向けて計画とその
正しさについて語りかけ、記者からの質問に答える
ことなど、ラテンアメリカのポピュリストにしかで
きる業ではない。新政権が約束をこれまで果たせて
いなくても、「変革には時間がかかるのでもっと待っ
てみたい」というメキシコ人は、オブラドールの主
要な支持層であり TV を重要な情報源とする低所得
層の間で多いのはもちろんのこと、変革に期待して
投票したことを後悔したくないと考える中所得層の
間でもみられる。

だが、オブラドールを評価するとき、「未来を志
向するよりも過去への郷愁を持つ」、「権力獲得のた
めには主義に反することを厭わない」ポピュリスト
であることにも目を向けねばならない。オブラドー
ルがテクノクラートを嫌い、国際関係を苦手とする
一方で、（カトリック教会等の保守勢力に対抗しな

大統領官邸（Los Pinos）の一般公開（2018 年 12 月 1 日）
出所：�https://www.gob.mx/presidencia/es/archivo/galerias?filter_

id=5170&filter_origin=archive&idiom=es&page=52（2019
年 9 月 8 日閲覧）
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がら自由主義的な改革を実現した）ファレス大統領、
（PEMEX の国有化や農地改革など社会主義的な政策
を実施した）カルデナス大統領等の歴史に名を刻む
政治家を模範にしている、とはよくいわれる。批判
派によれば、それ故に、彼から新しい何かを期待は
できないことになる 8。

また、建前では富裕層（los fifís）と汚職を嫌悪し、
弱者の味方で正義を体現するかのように振る舞いな
がら、権力基盤を固めるためにはそれと違った行動
を取るのを厭わないことは、左派の一部識者も非難
してきたオブラドールの暗部である 9。新興政党の
不利を克服すべく、党勢の拡大を重視したため、与
党連合は、左派知識層のグループ、低所得層を基盤
とするがクライエンテリズムを批判されることもあ
るグループ、PRI や PRD（民主革命党）に元は所属
し次期大統領を目指すような有力政治家（Marcelo 
Ebrard、Ricardo Monreal、Manuel Bartlett Díaz 等）
のグループ、企業家との結び付きが深いとされるグ
ループ、プロテスタント再洗礼派の支持を受けたグ
ループ（PES10）等、様々な派閥を抱え込むことになっ
た。こうした「呉越同舟」はオブラドールによる極
端な政策を阻むという効果を持ち得る反面、体系的
で一貫性のある政策の実現を望み薄とする。

メキシコはアメリカのように民主主義の長い歴史
を有する国ではないが、共和党と民主党がルールを
軽視し、「仁義なき戦い」を行うようになったことが
トランプ政権誕生の下地を作ったように、オブラドー
ルは、汚職等により PRI、PAN に PRD という既成
政党への不信感が高まっていたところに、自らのメ
シア的なイメージを広く訴えかけることにより、地
滑り的な勝利を収めることができた。メディアやア
カデミーを含む批判者への不寛容な姿勢、政策評価
機関の CONEVAL（全国社会開発政策評価審議会）
廃止の検討 11 等、懸念材料がないことはないが、ポ
ピュリスト政権を抱えた多くの国々が経験したよう
な権威主義化の動きは、今のところみられない。政
治学者によれば、それを防ぐ王道は、野党および与
党の良識派がルールを守った政治の実践へと回帰す
ることである 12。最悪のシナリオは、経済低迷や治
安の悪化等、実績が上向くことなく、政権の正統性
が大きく低下し、（かつてオブラドールがよく用いた
手段でもあるのだが）激しい直接行動などによって
揺さぶられたときである。オブラドールは熱烈な支
持者および機会主義者たちと、民主主義のルールを

改竄したり、敵対者を弾圧しようとする誘惑にから
れるかもしれない。そのとき、野党と与党の民主主
義擁護派がそれを断固として拒否することができれ
ば、メキシコの民主主義は守られることになる。

それでも希望を持ちたいが…
“El Universal”紙のアンケートによれば、オブラ

ドール大統領のスタンスについて「全面的ないしど
ちらかといえば賛成」が 2018 年 8 月に 64.6%、2018
年 11 月に 55.6%、2019 年 3 月に 79.4%、2019 年 6 月
に 72.7% を占めた。また、メキシコの現状への満足
度を 10 段階で答えてもらう質問に対しては、2018
年 8 月が 4.14 点、2018 年 11 月が 4.07 点、2019 年 3
月が 5.75 点、2019 年 6 月が 5.82 点となっており、評
価が 1 年の間に下がる趨勢にあるということはでき
ない 13。不満があっても、オブラドールに期待する
国民は依然として多数派である。

執筆者にも、友人の研究者や改革派の神父、農家
や先住民のように、変革の到来を待ちたい気持ちも
ある。オブラドールを毛嫌いする友人もいるが、ベ
ネズエラのように政治と経済が負の連鎖に陥る可能
性は低いと思われる。半ば信仰のように彼に期待す
る者も含め、話した友人の中では支持者の方が多い。
だが、新政権の実績、オブラドールおよび彼に影響
を与える主体の性格を考えると、残念ながら、期待
が実現する可能性は低い。「腐敗しがちな仲介組織を
経由せずに」低所得層が直接受け取る支援を増やし
たところで貧困がなくなるわけではないし、与党の
各派閥が代表する集団の利害を考慮した政策を講じ
る必要も高まってくる。最もありそうなシナリオは、
様々な政権側の努力にもかかわらず、第 4 の転換と
呼べるような確かな変化を社会にもたらすには至ら
ない。そこで、オブラドールの言説は次第に殉教者
のごとき悲愴感を帯びてくるものの、それに聞き入
るメキシコ人は徐々に減っていく、というものであ
る。
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『メキシコの伝統音楽 ～ソンとアルパの歌～』
早川 智三　知玄舎（POD 書籍）2018 年 11 月　218 頁　2,200 円＋税

メキシコ音楽にはいろいろなジャンルがあるが、舞曲が歌曲化された「ソン」と欧州から
中南米に持ち込まれたハープが変化した「アルパ」がソンの中で地位を得てきたことなど、
各地のソンの特徴と代表的曲を紹介している。

『メキシコ・ユカタン地方の音楽 ～カンシオン・ユカテカ～』
早川 智三  　知玄舎（POD 書籍）2019 年 8 月　127 頁　1,600 円＋税　

メリダ等マヤ遺跡が多くあることで知られているユカタン半島「カンシオン／トローパ・
ユカテカ」の作曲家、詩人、音楽家と代表的な曲を紹介している。

著者の中南米音楽への思い入れが伝わってくる、ラテンアメリカ音楽についての類書で
はほとんど例を見ない解説書。著者は上智大学イスパニア語学科卒、日立製作所でパナマ
駐在など長く中南米業務に従事し、退職後はスペイン語通訳・翻訳、音楽解説を執筆、『ア
ルパの調べと歌 －南米パラグアイの音楽』『中央アメリカ音楽の旅「ある恋の物語」』など
の既刊がある。
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